
本当
ほんとう

の神さま（預言者
よ げ ん し ゃ

エリヤ） 

聖書：１列
れつ

王
おう

記
き

１６ 章
しょう

２９節
せつ

－１７ 章
しょう

１節
せつ

、１８ 章
しょう

 
 

今週はたった一人ぼっちでも神さまに従っていった勇気ある預言者 

エリヤのところをディボーションダ！はりきって GO！GO！なのダ。 

 

（   月   日 ） 

□ １列王記１６：３０-３３ 主の目の前の悪 
アハブが犯した主の目の前の悪とはなんですか？ 

   （  ）つまみぐいをしたこと  （  ）バアルとアシェラを造り拝んでいたこと 

   （  ）イゼベルと結婚したこと （  ）テストで０点だったこと 

 

   ★神さまがいちばん悲しむのは本当の神様ではないものを神様だとする 

ことだワン。きみが信じているもの、一番大切にしているものはなあに？ 

 

神さま、いつでもあなたを一番にすることができるように助けてください。今日もど

うしたらあなたが一番喜ばれるかをかんがえて生活できるようにしてください。 

 

（   月   日 ） 

□ １列王記１８：１，２ アハブに会ったらアハブ(危)ないよ～！ 
   神さまはエリヤに何と命じられましたか？ 

（  ）アハブに会いに行きなさい 

（  ）アハブから逃げなさい 

（  ）アハブに贈り物を届けなさい 

（  ）アハブと食事をしなさい 

 

   ★神さまはエリヤを憎むアハブのところに行くようにエリヤに命じたロボ。 

ぼくならことわりたいロボね～。でも神さまに従ったエリヤ。きみはどう？ 

 

神さま、自分にとって良いことばかりでなく、苦手なことややりたくないと 

思うことでも、あなたが命じられることは信じて従う力を与えてください。 

 

（   月   日 ） 

□ １列王記１８：１７，１８ 真実なことば  
エリヤはアハブに何と言いましたか？（   ）の中をうめてね。 

   ｢あなたは主の命令を（   ）、バアルのあとについています｣ 

 
   ★相手の間違っていることをはっきり教えてあげることはなかなか難しいことじゃが、 

その人のためには大切なことじゃ。またさばく心ではなく愛の心が必要なのじゃ。 

きみが愛をもって真実なことばをかけるべき人は誰じゃろか？ 

 

神さま、今日も愛のある真実なことばで話すことができるように助けてください。 

 



何でもカ・キ・コ！ディボーションをして思ったこと・決心したこと、学校やお家であった楽

しかったこと・悲しかったこと・・・など何でもカキコもう！先生にも見せて、ひとこと書い

てもらおう！ 

 

 

 

（   月  日 ） 

□ １列王記１８：２１，２２ 人数が多ければ正しいの？ 
   本当の神である主の預言者と、偶像の預言者の人数はそれぞれ何人？線で結ぼう！ 

   ＜本当の神様＞      ＜偶像の神バアルの預言者＞ 

    ４５０人 ●         ●    1 人 

１人 ●         ● ２３４人 

２３４人 ●         ● ４５０人 

 

   ★人数が多いからと言って正しいとは限らないワン。たった一人でもそっちの方が 

正しいこともあるんだワン
．．

（１）！きみは本当に正しい方を選んでる？ 

 

神さま、本当に正しいものを見分ける目と、それを選びとる勇気を与えてください。 

 

 

（   月   日 ） 

□ 1 列王記１８：３６，３７ 祈りの目的 
   エリヤの祈りの願いは何でしたか？ 

   （  ）450 人のバアルの預言者を打ち負かすこと 

   （  ）3 年もの間降っていなかった雨が降るようになること 

   （  ）主こそ本当の神さまであることをみんなが知るようになること 

 

   ★お祈りは私たちの願いがかなうことが目的ではないのジャー！お祈りの目的は、 

それによってみんなが神さまのすばらしさを知ることダ。きみはどんな気持ちで 

お祈りしていたカナ？ 

 

  神さま、みんながあなたこそ本当の神であることを知ることができるようにして下さい。 

 

 

（   月   日 ） 

□ 1 列王記１８：４３，４４ あきらめないで何度でも！ 
エリヤは若い者に雨雲を確認させに何回海の方を見に行かせましたか？ 

（  ）１回  （  ）３回  （  ）５回  （  ）７回 

 

 ★「７たび（７回）」とは聖書では完全数といって「何度でも」という意味なんだ。 

あきらめてしまっているお祈りや願いはないロボ？ 

 

神さま、あなたは真実な神さまです。あきらめないで祈り続ける力をください。 

 

 


